
10 本会議・委員会を傍聴してみませんか。（お問い合わせは議会事務局へ　☎0545-55-2878）

一般質問一覧９ 月 定 例 会 議会中継、
会議録検索は
こちらから

　一般質問とは、市が執り行う行政事務全般について、議員が質問を行うもので、本定例会では22人の議員が登壇しました。
ここでは発言順に質問項目のみを掲載していますので、詳細につきましては富士市ウェブサイトの本会議の議会中継（録画
放送）や２月末頃に発行予定の会議録を御覧ください。会議録は富士市議会ウェブサイト、図書館で御覧いただけます。

１．公共スポーツ施設の受益者負担の検討について
２．富士川緑地の管理について

１．バセドウ病の啓発・早期発見について

１．富士市からゆずりあい駐車場制度の拡充を−妊産婦の方などへの利便性向上を−
２．終活支援事業の進捗状況と周知について 

１．東海地方随一のぜんそく支援体制の確立と子育て環境の充実に向けて

１．東京デフリンピックへの対応について
２．大規模災害への対策について

１. 富士市で安心して出産できる環境整備について

１．スポーツ行政が市民部と産業交流部にまたがっていることについて
２．市有施設を活用した社会人向けリカレント教育環境の整備について
３. 市立図書館における時間制限のないフリーWi-Fiの整備について

１．幼保小の架け橋期の教育の充実について

１．松枯れ被害の撲滅に向けて
２．使えるまちづくり行動計画の策定に向けて

１．富士駅北口駅前公益施設でのキャリアカフェの取組について
２．富士市東部の富士山ビューポイントエリアの整備と活用について

１．「富士市へ戻り就職するとこんなメリットが！」と若者と保護者へ周知するための手法について
２．放課後等デイサービスをセルフプランで利用することについて

１．旧吉原林間学園跡地の利用及び近隣の排水対策について

１．富士市の持続可能な観光と環境保全のための登山道等の整備について

１．富士市職員による業務中の交通事故への対応について

１．保護者等からの学校への問合せを外部委託することについて

１．富士市の空き家対策及び空家等管理活用支援法人について
２．水害常襲地域における都市公園予定地について

１．本市の公共下水道事業におけるウォーターＰＰＰ導入の問題点について

１．観光施設である富士川楽座の在り方と体験館どんぶらのリニューアルについて
２．今後の松野・富士川地区の公共交通について

１．富士市職員配置適正化計画について

１．歩きたくなるまちづくりについて
２．公共施設の再編と市民参画について

１．富士市立中央病院ががんゲノム医療連携病院を目指すことについて
２．富士市立中央病院における院内開業医師制度の検討について
３．小中学校におけるバリアフリートイレの拡充について

１．人手不足、公務員離れ、働き方改革等が進む中での建築系技術職員の確保・育成、業務
　 推進体制の在り方について
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特別委員会の中間報告等

●新病院の病床数を450床とすることについて
　　　　　　 市医師会を含む審議会の反応は

　今後の基本計画策定や総務省との起債協
議に向けて、新病院の病床数を、現在の許可

病床数520床から70床減の450床にするとのこと
ですが、これは現在の入院患者数や病床利用率、今
後の病院経営等を勘案した結果と理解していま
す。一方で、これまで市医師会から病床数削減に対
する懸念が示されていますが、新病院建設基本構想
等審議会ではどのような議論があったのですか。

　これまで、市医師会に対して、現在の経営
改善の取組や病床不足リスクへの対応策等

を具体的に説明し、病床数削減への理解を求めて
きました。それにより、９月１日に開催した審議会
では特に反対意見はなく、新病院の病床数を450床
にすることへの理解が得られたと考えています。

　以上の質疑、答弁の後、当特別委員会としては、 
新病院の病床規模について、当局説明を了承する 
ことに決しました。

新 病 院 建 設 特 別 委 員 会新 病 院 建 設 特 別 委 員 会
　　８月５日、９月３日に新病院の建設についてを議題として開催しました。

（後列左より）
　小池義治・佐野智昭・吉川隆之

（前列左より）
　稲葉寿利・◎望月昇・○杉山諭

　◎委員長 　○副委員長

【設置理由】
　市民が安心して救急医療を受けられる体制を安
定したものにしていくためには、医療に関わる者
の努力はもとより、市、市民、医療機関等が一体と
なって支えていくことが求められます。そこで、全
ての市民が救急医療の意義を共有し、救急医療が
健やかな生活の礎となることを願い、議員提案に
よる政策条例として制定を予定している「（仮称）
富士市の救急医療を守り抜く条例」について検討
します。

九州中央病院（７月15日）
　快適な有料個室の需要が高く、病床利用率は常
時90％以上を維持しており、また、職員、患者とも
ＩＣタグによる入退室管理など、セキュリティー
対策が徹底されていました。また、個人への研究・
研修費や業績に応じた決算賞与の支給などの制度
や、医療機器の購入の際は費用対効果を厳しく評
価するなど、健全経営に向けた取組がうかがえま
した。

長崎みなとメディカルセンター（７月16日）
　ＰＦＩ方式により、１平米当たり25万円という
低コストでの建設を実現しました。これは建設の
タイミングや、職員の意識醸成、行政担当者が積極
的に補助金獲得に動いたことなどの要因が挙げら
れます。一方で、人口減少やコロナ禍を経て、現在
は病床数を減らして運用しており、柔軟な設計や
医療需要予測に基づく病床数の検討が必須だと感
じました。

新たな特別委員会を
　　　　　　　設置しました。
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(仮称)富士市の救急医療を守り抜く条例
検討特別委員会

新病院建設特別委員会で先進都市
を視察しました。（７月15日、16日）

九州中央病院を視察する様子九州中央病院を視察する様子


